
　ＯＤＡには、二国間援助（バイの援助）といって、特

定の途上国に直接援助を行うものと、多国間援助

（マルチの援助）といって、国際機関を通じて行うも

のがあります。マルチの援助機関は、大きく分ける

と、無償資金供与中心の国連諸機関と、融資中心

の世界銀行やアジア開発銀行等の国際開発金融

機関（ＭＤＢｓ：Multilateral Development Banks）が

あります。マルチの援助の場合、まず、援助国（ド

ナー）がこれらの機関に対して資金を供与し、これ

をもとに各機関が途上国に支援を行うこととなりま

す。

　 二国間援助と多国間援助

　 ＭＤＢｓを通じた経済協力の長所

国際開発金融機関（MDBs）は途上国の

持続的経済成長・貧困削減に幅広く貢献しています
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MDBsを通じた途上国支援は、

①国際協力の幅広い分野を網羅し、最先端の専門

的知識を有する優秀な人材が全世界から集まって

おり、国際協力における豊富な経験が蓄積されて

いること。

②国際機関として、中立的な立場から、的確な政策

アドバイスを行えること。 

③数多くの途上国に現地事務所を有することにより、

現地の支援ニーズを的確に把握し、きめ細やかな

支援を可能とする優れた情報網を有すること。

④途上国の債務状況や制度・政策環境についての

データを基に客観的な指標を作成しており、それ

に基づく援助が行えること。

といったMDBsの長所を活用することにより、二国

間援助を補完する国際協力の有効な手段として極

めて重要な役割を果たしています。

MDBsは、資金支援と政策アドバイスを組み合わ

せた総合的な開発援助機関として機能しており、ま

た、IMFと並び、マクロ経済や構造調整に関する

MDBsのプログラムは、各国の二国間支援に対して

重要な基礎的枠組みを提供しています。
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